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(57)【要約】
　複数の関連無線端末とIPネットワークとの間の無線通
信、例えばDECTを処理するための無線基地局デバイス。
基地局デバイスは、無線トランシーバ、ネットワークイ
ンターフェース、ならびに通信アプリケーションおよび
通信セッション管理ソフトウェアを有するプロセッサを
有する。通信セッション管理は、関連無線端末との通信
セッションを制御するように構成され(上位層管理)、一
方、前記通信セッション(下位層)に関与する前記関連無
線端末との無線通信は、別の基地局デバイスによって処
理される。したがって、基地局は、その上位層および下
位層の別々の動作を管理することができ、それによって
、例えば、セッションの他の基地局へのおよび他の基地
局からのハンドオーバを可能にする。これは、自己完結
型単一筐体基地局デバイスがネットワークにおいて中央
サーバの必要なしに動作できるようにし、さらに、その
ようなネットワークは、基地局を追加することにより拡
張するのが容易である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の関連無線端末とIPネットワークとの間の無線通信を処理するように構成された無
線基地局デバイスであって、
　　前記複数の無線端末と無線で通信するように構成された無線トランシーバと、
　　前記IPネットワークと通信するように構成されたネットワークインターフェースと、
　　　通信アプリケーション、および
　　　前記複数の関連無線端末との通信のセッションを制御するための通信セッション管
理
　　を実施するように構成されたソフトウェアを有するプロセッサと
　を含み、
　前記通信セッション管理が関連無線端末との通信セッションを制御するように構成され
、一方、前記通信セッションに関与する前記関連無線端末との無線周波数通信が外部無線
基地局デバイスなどの関連外部デバイスによって処理される、
　デバイス。
【請求項２】
　前記無線基地局デバイスが通信セッションに関与する関連無線端末との無線周波数通信
を処理するようにさらに構成され、一方、前記通信セッションが外部無線基地局デバイス
などの関連外部デバイスによって制御される、請求項1に記載のデバイス。
【請求項３】
　下位層が無線トランシーバを含み、上位層が通信アプリケーションおよび通信セッショ
ン管理を含み、前記上位層が前記上位層から物理的に離れた関連下位層との通信セッショ
ンを処理することができるようにするために前記デバイスが前記下位層と前記上位層を分
離するのに役立つルーティング層を含む、請求項1または2に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記下位層がオーディオデータのトランスコーディングなどユーザデータの符号化のた
めの処理手段をさらに含む、請求項3に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記無線トランシーバ、前記ネットワークインターフェース、および前記プロセッサが
1つの単一の筐体の中に入れられる、請求項1から4のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項６】
　関連無線端末との進行中の通信セッションを関連外部無線基地局デバイスにハンドオー
バするように構成された、請求項1から5のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記デバイスが前記外部無線基地局デバイスからユーザデータを受信し、ハンドオーバ
の前にすでに前記通信セッションに割り当てられていたIPアドレスを維持することにより
前記ユーザデータを前記IPネットワークに中継するように構成される、請求項6に記載の
デバイス。
【請求項８】
　前記デバイスが前記IPネットワークからページング情報を受信し、前記複数の関連無線
端末のローミングを可能にするために、前記無線トランシーバを介して無線信号内のペー
ジング情報を送信するように構成される、請求項1から7のいずれか一項に記載のデバイス
。
【請求項９】
　前記プロセッサが、予め記憶されている方式によってまたは要求に応じてなど、前記IP
ネットワークを介して前記複数の関連無線端末に関するシステム構成データおよび識別情
報を交換するように構成される、請求項1から8のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記複数の関連無線端末が、DECT通信のために構成された無線モバイルハンドセットな
ど音声通信のために構成された複数の無線モバイルハンドセットを含む、請求項1から9の
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いずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記無線基地局デバイスが前記無線トランシーバの関連外部無線基地局デバイスとのタ
イミング同期のために構成される、請求項1から10のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記無線基地局デバイスが、前記IPネットワーク上の識別番号の割り当てのために構成
される、請求項1から11のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記無線トランシーバがDECT/CAT-iq、ブルートゥース、WiFi、GSM(登録商標)、LTE、W
iMAX、3G、および4Gのうちの1つである通信規格に準拠して無線で通信するように構成さ
れる、請求項1から12のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記デバイスが無線端末と前記IPネットワークとの間のVoIP通信を処理することができ
るようにするために前記通信アプリケーションがVoIPアプリケーションを含む、請求項1
から13のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１５】
　無線ネットワークシステムであって、
　　請求項1から14のいずれか一項に記載の複数の無線基地局デバイスと、
　　前記複数の無線基地局デバイスのうちの少なくとも1つの前記無線トランシーバを介
しての無線通信のために構成された複数の無線端末と
　を含む無線ネットワークシステム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタル拡張コードレス通信(DECT)などの無線周波数通信の通信デバイスお
よびネットワークの分野に関する。より具体的には、本発明は、例えば、中央サーバを必
要とせずに無線VoIPネットワークの一部分を形成することができる無線基地局デバイスを
提供し、それによって、スケーラブルなVoIPネットワーク、すなわち、ユーザがシステム
またはその構成要素を再構成することを必要とせずに、追加の基地局によって拡張するこ
とができるVoIPネットワークを提供する。
【背景技術】
【０００２】
　DECTまたはDECT/Cat-iq(コードレス先進技術-インターネットおよび品質)プロトコルお
よびデバイスは、例えばボイスオーバインターネットプロトコル(VoIP)通信によって、無
線ハンドセットと基地局との間の音声データの効率のよい信頼できる通信を提供すること
が知られている。
【０００３】
　小さなシステムでは、限られた数の無線ハンドセットが自己充足的基地局に登録されて
いる。そのようなシステムは、かなり経済的でインストールするのが簡単ではあるが、中
継器デバイスを使用しない限り、無線カバレッジを拡大したり基地局の限度を超えてハン
ドセットの数を増やしたりすることは不可能である。
【０００４】
　VoIPのための従来のより大きなセットアップでは、いくつかの空間的に分散された基地
局は、複数のモバイル無線ハンドセットへの/からのコールを中央で制御するように管理
するソフトウェアを用いて中央サーバと通信する。基地局間のハンドオーバまたはローミ
ングは、すなわち、ハンドセットが1つの基地局のカバー範囲から別の基地局のカバー範
囲に移動する場合は、やはり中央サーバによって処理される。そのようなシステムは、多
くの場合中央サーバが別の基地局の追加を管理することができるので、スケーラビリティ
を提供する。
【０００５】
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　しかし、そのような中央サーバのセットアップにはいくつかの欠点がある。限られた数
の無線ハンドセットおよび少数の基地局によってカバーされた限られたスペースを有する
小さな会社では、そのようなシステムが機能するためには、中央サーバを必要とするかな
り高価なメンテナンスがそれでもなお必要とされる。さらに、そのようなシステムの拡張
を望む場合は、1つまたは複数の追加の基地局を処理するためにサーバ構成を更新しなけ
ればならない。これは、かなり複雑になり得る可能性があり、その結果専門家を必要とし
、したがって普通のユーザはそのような拡張を自分で実行することができない。専用サー
バは、小さなシステム構成にとっては相対的に大きなオーバヘッドとなる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、上記説明に続いて、本発明の目的は、基地局間の通信セッション、例えば
コールのシームレスなハンドオーバの可能性をそれでもなお有するスケーラブルなDECT対
応VoIPネットワークを提供することができるデバイスおよびシステムを提供することであ
る。システムは、自己構成的であるように準備されていることが好ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第1の態様によれば、本発明は、複数の関連無線端末とIPネットワークとの間の無線通
信を処理するように構成された無線基地局デバイスであって、
　複数の無線端末と無線で通信するように構成された無線トランシーバと、
　IPネットワークと通信するように構成されたネットワークインターフェースと、
　　通信アプリケーション、および
　　複数の関連無線端末との通信のセッションを制御するための通信セッション管理
　を実施するように構成されたソフトウェアを有するプロセッサと
を含み、
通信セッション管理が関連無線端末との通信セッションを制御するように構成され、一方
、前記通信セッションに関与する前記関連無線端末との無線周波数通信が外部無線基地局
デバイスなどの関連外部デバイスによって処理される、
デバイスを提供する。
【０００８】
　IPネットワーク通信を与えられれば、いくつかの空間的に分散されたそのような基地局
デバイスは、中央サーバが各個々の通信セッションを処理する必要なしに、モバイルハン
ドセットの形態の無線端末が基地局デバイスを介して、例えばVoIP通信を実行することが
できる、例えばDECTネットワークを形成することができるようになる。1つの単一の基地
局デバイスは、通信セッション管理、IPネットワークインターフェース、および無線トラ
ンシーバを含み、通信セッション管理は、無線端末通信が基地局自体の無線トランシーバ
によってまたはネットワーク内の別の基地局の無線トランシーバを介して実行される通信
セッションを管理するように構成されるので、いくつかのそのような基地局デバイスは、
協働して進行中の通信セッション(コール)の自由なローミングおよびシームレスなハンド
オーバを保証することができる。これは、無線端末が1つの基地局のカバー範囲から別の
基地局のカバー範囲に移動する場合、進行中の通信セッションの自由なローミングおよび
ハンドオーバを可能にする。無線端末との物理的無線通信はネットワーク内の別の基地局
にハンドオーバされるが、セッション管理はセッションを開始した基地局に残ってよい。
【０００９】
　言い換えれば、基地局における無線トランシーバおよびプロセッサの機能は、別々に機
能することができるように構成される。従来の中央サーバの機能は、基地局デバイスの間
に分散されているように見える。これは、そのような基地局デバイスがあれば、中央サー
バにおいてソフトウェアセッティングを変更する必要なしに、単に追加の基地局デバイス
を接続するだけでシステムのキャパシティおよびアビリティを増大させてより大きい数の
無線端末を処理し無線カバー範囲を拡大することが可能であることを意味する。これは、
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例えば、規模が大きくなりつつある小さな会社にとっては有利であり、無線、例えばDECT
ネットワークのカバー範囲は、普通にはそのようなシステムスケーラビリティを実施する
ことが必要とされる複雑で高価なサーバシステムに大きな初期投資をすることなしに、会
社の成長と共に容易にスケールされ得る。
【００１０】
　基地局がネットワークにおいて高度に自己構成可能であることを保証する制御ソフトウ
ェアを基地局に提供することが可能であることによって、ユーザが、基地局を追加し、そ
れによって、複雑な更新手順およびソフトウェア構成手順なしに、ネットワークを拡張す
ることが容易である。
【００１１】
　以下では、本発明の様々な実施形態が説明される。
【００１２】
　好ましい実施形態では、基地局デバイスは、無線トランシーバ、ネットワークインター
フェース、および1つの単一の筐体の中に入っているプロセッサが実装される。例えば、
ネットワークインターフェースが有線インターフェースである場合は、デバイスはIPネッ
トワーク接続から電力を供給され得る。そうでない場合は、デバイスは、電池式でもよく
、または外部の電力ネットからの外部もしくは内部電源から電力を供給されてもよい。基
地局デバイスの様々な要素は、代替として、有線相互接続を有する2つ以上の筐体内に実
装されてよいことが理解されるはずである。
【００１３】
　デバイスは、通信セッションに関与する関連無線端末との無線周波数通信を処理するよ
うにさらに構成されてよく、前記通信セッションは、外部無線基地局デバイスなどの関連
外部デバイスによって制御される。したがって、基地局は、別の基地局によって実行され
る管理セッションおよび通信セッションの両方を処理することができ、基地局は、別の基
地局によって管理されるセッションにおいて無線通信を実行することもできる。これは、
基地局が基地局デバイスにも基地局デバイスからもシームレスなハンドオーバを行うこと
ができるフレキシブルなネットワークの一部分を形成することができるようにする。
【００１４】
　デバイスは、「下位層」機能、すなわち無線端末との無線通信、および「上位層」機能
、すなわちセッション管理に、分割されているように見える可能性がある。好ましい実施
形態では、下位層は無線トランシーバを含み、上位層は通信アプリケーションおよび通信
セッション管理を含み、デバイスは、上位層が、上位層から物理的に離れている関連下位
層との通信セッションを処理することができるようにするために、下位層と上位層を分離
するのに役立つルーティング層を含む。したがって、そのようなルーティング層は、基地
局デバイスにおける上位層の機能と下位層の機能の分離を実施するのに役立つ。ルーティ
ング層は、様々なやり方で実施され得るが、好ましくは、ルーティング層は、上位層およ
び下位層が、IPネットワークに接続された外部基地局デバイスに物理的に存在する上位層
および下位層と共に別々に機能することができるようにするために、上位層と下位層とネ
ットワークインターフェースとの間のメッセージのアドレッシングを処理することを可能
にするロジックを含む。好ましくは、下位層は、オーディオデータのトランスコーディン
グなどユーザデータの符号化のための処理手段を含む。オーディオトランスコーディング
機能は、下位層がモバイルハンドセットからのオーディオデータの形態のユーザデータを
IPネットワークに合った様々なオーディオ規格に変換することができるようにする。
【００１５】
　好ましくは、通信セッション管理は、関連無線端末との進行中の通信セッションを関連
外部無線基地局デバイスにハンドオーバするように構成される。好ましくは、そのような
ハンドオーバは、前記外部無線基地局デバイスからユーザデータを受信するように構成さ
れたデバイスによって実行され、ハンドオーバの前に通信セッションにすでに割り当てら
れているIPアドレスを維持することによりユーザデータをIPネットワークに中継する。し
たがって、次に、セッションがハンドオーバされた外部基地局は、無線端末通信を実行し
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、基地局は、ユーザデータ、例えばオーディオデータを受信して、IPネットワークに中継
し、さらに、(セッションがデバイスによって開始された場合は)、セッションの管理を実
行する。
【００１６】
　DECTなどの無線ネットワークシステムでは、通信セッションは、ネットワーク側または
無線端末側のどちらから開始されてもよい。しかし、物理的無線接続は、普通は、無線端
末によって適切な基地局に向けて確立されるのみである。ネットワーク側から開始される
べき通信セッションをサポートするために、無線端末は、基地局において上位層インスタ
ンスを開始する初期のまたは通常の位置登録手順を実行する。着信コールなどの通信セッ
ションがネットワーク側から開始されなければならない場合は、無線端末がネットワーク
上位層に通信セッションを提供するのに適した物理的無線接続を確立するために、ページ
ングメッセージが1つまたは複数の基地局によってブロードキャストされる。
【００１７】
　一実施形態では、デバイスは、複数の関連無線端末のローミングを可能にするために、
IPネットワークからページング情報を受信し、無線トランシーバを介して無線信号内のペ
ージング情報を送信するように構成される。したがって、ページングを基地局デバイスに
そのように配信することによって、無線端末は、端末がネットワークのどの基地局デバイ
スに無線で通信することができるかに関係なく、例えばVoIPコールを受信することができ
る。
【００１８】
　一実施形態では、プロセッサは、予め記憶されている方式によってまたは要求に応じて
など、IPネットワークを介して複数の関連無線端末に関するシステム構成データおよび識
別情報を交換するように構成される。したがって、デバイスがそのような情報を配信する
ように構成されている場合は、ネットワークのすべての基地局のシステムおよび無線端末
の情報を更新することができる。これは、例えばネットワークユーザまたはマネージャが
ネットワークのただ1つの基地局に関するシステム構成を更新することができるようにす
る。次いで、この基地局は、ネットワーク内のその他の基地局を更新するのに役立つ。
【００１９】
　一実施形態では、複数の関連無線端末は、DECT通信のために構成された無線モバイルハ
ンドセットなど、音声通信のために構成された複数の無線モバイルハンドセットを含む。
次いで、無線トランシーバはDECT通信のために構成され、デバイスはDECTオーディオデー
タの処理のために構成されたオーディオ処理手段をさらに含む。前述のように、そのよう
な実施形態は、追加の基地局によって拡大するのが容易であるコードレス電話ネットワー
クにおける基地局として適している。特に、デバイスは、広帯域オーディオデータを処理
するように構成されたオーディオ処理を含んでよい。
【００２０】
　好ましくは、デバイスは、無線トランシーバの関連外部無線基地局デバイスとのタイミ
ング同期のために構成される。
【００２１】
　デバイスは、IPネットワークに対する識別番号の割り当てのために構成されてよい。こ
れは、特定の無線ネットワークに属するいくつかの基地局が相互にそれら自体を識別する
ことができるようにし、したがって、前述のように、協力して上位層機能および下位層機
能を配信することができるようにする。
【００２２】
　一般に、デバイスは、DECT/CAT-iq、ブルートゥース、WiFi、GSM(登録商標)、LTE、WiM
AX、3G、および4Gのうちの1つの通信規格に準拠して無線で通信するように構成されてよ
い。通信アプリケーションは、デバイスが無線端末とIPネットワークとの間のVoIP通信を
処理できるようにするためにVoIPアプリケーションを含んでよい。
【００２３】
　ネットワークインターフェースは、有線または無線IPネットワークインターフェース、
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例えば有線イーサネット(登録商標)接続または有線VDSL接続のために構成されたインター
フェースでよい。特に、デバイスは、イーサネット(登録商標)接続を介して基地局デバイ
スの回路の少なくとも一部またはすべてを作動させるための電力を受信するように構成さ
れてよい。
【００２４】
　デバイスは、1つの単一のプロセッサによって実施されてよい、すなわち、プロセッサ
は、上位層、ルーティング層および下位層によって必要とされるすべての処理を実行する
ように構成されてよい。しかし、いくつかのバージョンでは、デバイスの様々な機能を2
つ以上のプロセッサに分けることが望まれることもある。
【００２５】
　基地局は、例えば、IPネットワークを介して、現在基地局デバイスによって処理されて
いる通信セッションの数に関する情報を送信するように構成された基地局デバイスによっ
て、通信セッション管理をネットワーク内の使用中でない基地局に配信するように構成さ
れたアルゴリズムを含んでよい。これは、基地局がセッション管理をネットワークのいく
つかの空き基地局デバイスに自動的に分配し、その結果、そのようなデバイスにおける処
理能力を利用し、それによって、基地局デバイスのネットワークにおける総能力を拡大す
ることができるようにする。
【００２６】
　第2の態様では、本発明は、
第1の態様による複数の無線基地局デバイスと、
複数の無線基地局デバイスのうちの少なくとも1つの無線トランシーバを介しての無線通
信のために構成された複数の無線端末と
を含む無線ネットワークシステムを提供する。
【００２７】
　一態様に関して述べられた実施形態は、その他の態様のいずれの1つまたは複数の実施
形態ともどのようなやり方で結合されてもよいことが理解される。
【００２８】
　以下では、本発明は、添付の図面に例示されている実施形態を参照することによりさら
に詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】モバイル端末とのVoIP通信に適した無線基地局デバイスの実施形態を例示する図
である。
【図２】上位層および下位層の要素が示され、中間のルーティング層が示されている、基
地局デバイスの実施形態のブロック図である。
【図３ａ】基地局デバイスの別々の上位層および下位層の役割を例示するために異なる通
信セッションシナリオを示す図である。
【図３ｂ】基地局デバイスの別々の上位層および下位層の役割を例示するために異なる通
信セッションシナリオを示す図である。
【図３ｃ】基地局デバイスの別々の上位層および下位層の役割を例示するために異なる通
信セッションシナリオを示す図である。
【図４】それぞれがそれぞれの無線範囲の中に1つまたは2つのモバイルハンドセットを有
する3つの基地局とのVoIPネットワークの一実施例を示す図である。
【図５】ルーティング層に含まれる要素の一実施例のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　図1は、DECT/CAT-iqプロトコルに準拠して、ネットワークインターフェースNIを介して
IPネットワーク、例えば有線イーサネット(登録商標)に接続され、3つの無線端末T1、T2
、およびT3、例えばモバイルハンドセットと無線通信をすることができる基地局デバイス
の実施形態の基本的要素を例示する。
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【００３１】
　プロセッサは、図1ではVoIPアプリケーションとして例示されている通信アプリケーシ
ョン、ならびに基地局デバイスが無線トランシーバRTによって無線端末T1、T2、T3のうち
の1つまたは複数との通信セッションを処理および制御することができるようにする通信
セッション管理機能CSMを実施するソフトウェアを稼働するのに役立つ。プロセッサによ
って実行されるこれらの機能は、「上位層」UL機能と表示することができるものの基本的
部分とみなすことができる。図1ではDECT/CAT-iq対応の無線トランシーバRTとして例示さ
れている無線トランシーバRTは、無線端末T1、T2、T3との物理的無線通信を実行するのに
役立つので、「下位層」LLと表示することができる。例示された実施形態による基地局デ
バイスの特別な特徴は、基地局デバイスが、上位層ULと、下位層LLと、ネットワークイン
ターフェースNIとの間の通信を処理するのに役立つ「ルーティング層」RLを含むことであ
る。これは、上位層ULおよび下位層LLの別々の動作を可能にする。これによって、いくつ
かの同様の基地局デバイスをIPネットワークに接続することができ、1つの通信セッショ
ンの上位層および下位層の処理を2つの基地局デバイスに分配することができる。好まし
くは、各基地局デバイスは、
　　1)通信セッションの下位層および上位層両方の処理、
　　2)別の基地局デバイスがセッションの上位層機能を処理する通信セッションにおける
下位層通信のみ、および
　　3)別の基地局デバイスが下位層通信を処理する通信セッションにおける上位層通信
を処理することができる。
【００３２】
　これは、ネットワークが自由なローミングおよびシームレスなハンドオーバをサポート
することができるようにする。すべてのケース1)～3)において、ルーティング層RLは、上
位層および下位層が1つの単一のデバイスの中に物理的に存在していても、デバイスにお
ける上位層ULまたは下位層LLのみが通信セッションにおいてアクティブであっても、上位
層と下位層との間で通信するのに役立つ。1つの通信セッションに関して、上位層および
下位層の機能がそれぞれ異なるデバイスにある場合は、ルーティング層RLは、ネットワー
クインターフェースNI、したがってIPネットワークを介して、外部基地局デバイスにおけ
るそのルーティング層のカウンターパートへの必要な相互通信を実行する。
【００３３】
　図1では、基地局デバイスは、例えば有線イーサネット(登録商標)接続からのすべての
その回路要素電力と共に、1つの単一の筐体の中に入れられているように例示されている
。したがって、デバイスは、外部から利用可能な1つまたは複数のIPネットワーク接続ソ
ケットのみを有する1つの単一の筐体の形態でよい。無線トランシーバは、内蔵アンテナ
を含んでもよく、または外部から利用可能なアンテナソケットに接続されてもよい。プロ
セッサは、上位層UL、ルーティング層RL、および下位層LLのすべてにおいてすべての必要
な処理を実行するように構成されてよい。簡単な低コストバージョンでは、1つの単一の
プロセッサがUL機能、RL機能、およびLL機能を実施するために必要なすべての処理を行う
ことができる。
【００３４】
　以下では、いくつかの略語が使用される。
DECT　 デジタル拡張コードレス通信
DLC　　 データリンク制御
DSP　　 デジタル信号プロセッサ
Eth　　　イーサネット(登録商標)
IP　　　 インターネットプロトコル
IWU　　 相互作用ユニット
MAC　　 媒体アクセス制御
NWK if　ネットワークインターフェース
NWK　　ネットワーク
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PMID　 ポータブルMAC識別子
PARI　　プライマリアクセス権識別子
PBX　　 構内交換機
RFP　　 無線固定部
RFPI　　無線固定部識別子
RPN　　 無線部番号
RSSI　　受信信号強度表示
RTP　　リアルタイムプロトコル
SIP　　 セッション開始プロトコル
STUN　 NATのためのセッショントラバーサルユーティリティ
UA　　　ユーザエージェント
VoIP　　ボイスオーバIP
WRS　　無線中継局
【００３５】
　図2は、1つの基地局デバイスの実施形態の上位層ULおよび下位層LLに含まれる機能をさ
らに詳細に例示する。上位層ULは、図1に関連してすでに述べたように、通信アプリケー
ション、ここではVoIPアプリケーション、ならびに通信管理機能および呼制御機能を含む
。下位層は、すべてのオーディオ処理、すなわちオーディオドライバ、DSP制御およびMAC
を含み、それによって、オーディオデータの形態での無線端末からのユーザデータの符号
化を可能にすることが留意される。必要な場合は、基地局デバイスは、オーディオデータ
をトランスコードするための処理手段を含む。
【００３６】
　情報データベース内の情報は、ルーティング層を介して交換および同期される。データ
は、フォーマットされ、ヘッダ情報を付加され、IPネットワークを介して、例えばIPマル
チキャストを使用して、配信される。配信は、一定の時間間隔で、または任意の更新時に
実行されてよい。例えば、データベース内のデータは、基地局が情報データベース内の何
らかのデータを更新する必要があるかどうかを検証することができるようにするタイムス
タンプを提供される。
【００３７】
　図3a～cは、3つまでの基地局デバイスB1、B2、B3が無線端末との1つの単一の通信セッ
ションに関与する、3つの異なるシナリオにおける基地局デバイスの上位レベル、ルーテ
ィングレベル、および下位レベルの役割を例示する。
【００３８】
　図3aは、基地局デバイスB1が、無線端末との通信セッションを管理する上位層を有する
簡単な状況を示し、前記基地局デバイスB1の下位レベルは、無線端末との物理的無線通信
を処理する。メディアデータは、下位層からルーティング層を介してIPネットワークにル
ーティングされる。セッション制御データは、無線端末によって、下位層、ルーティング
層、および上位層を介して、さらに再度ルーティング層を介して、IPネットワークに伝達
される。
【００３９】
　図3bは、2つの基地局デバイスB1、B2が無線端末との通信セッションに関与する状況を
示す。例えば、セッションは、図3aに関連して説明されたように開始され、すなわち、セ
ッションはB1によって開始され、B1によってのみ処理される。次いで、通信接続は、例え
ば無線端末がB1の無線到達範囲から外へ移動した場合は、B2にハンドオーバされてよいが
、通信セッション管理は、依然としてB1によって処理される。したがって、次に、B2の下
位層は、無線端末との無線通信を処理し、メディアデータおよびセッション制御データの
両方を、そのルーティング層を介してIPネットワークへルーティングし、それによって、
B1のルーティング層がそのルーティング層を介して両方を受信することができるようにす
る。次いで、メディアデータは、B1の下位層へルーティングされ、セッション制御データ
は、通信セッションを依然として制御する上位層へルーティングされるが、B2の上位層は
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、通信セッションに関与しない。これは、それ自体の下位層によって、または外部基地局
、例えばB1の下位層によって処理されてよい他の通信セッションを制御するために、B2の
上位層をフリーにする。
【００４０】
　図3cは、通信セッションが3つの基地局デバイスB1、B2、B3に関与する状況を示す。例
えば、この状況は、例えば無線端末の最新の位置登録がB1上で行われたという理由で、通
信セッションがB1の上位層およびB2の下位層によって開始される場合に発生する。次いで
、通信セッションは、例えば、無線端末がB2の無線到達範囲から外へ移動したが、B3の下
位レベルの無線トランシーバの無線カバー範囲の中に移動したことにより、B3にハンドオ
ーバされていてもよい。この状況は、図3bに例示されたものと同様であろう。しかし、例
えば、B1はフリーな上位レベルの能力を有するが、B2およびB3はあまりにも多くの通信セ
ッションに関与することにより、または端末の最新の位置登録がB1上で実行されたという
理由で、B2は、通信セッションの上位層処理をハンドオーバするための要求をブロードキ
ャストすることができる。B1は最高の追加の能力を有するネットワーク上で利用可能な基
地局なので、通信セッションの上位層制御を受信することが選択される。したがって、こ
れによって、すべての3つの基地局B1、B2、B3は、通信セッションに関与する。B1は、B2
およびB3のルーティング層を介して中継された上位層機能を処理する。B3は、無線端末と
の下位層通信を処理し、メディアデータをB3のルーティング層を介してB2の下位層に、さ
らにB2のルーティング層を介してIPネットワークに中継する。
【００４１】
　図4は、IPネットワークに接続され、それによって、基地局デバイスB1、B2、B3のそれ
ぞれの無線カバー範囲(円)の中に分配された4つの無線端末のうちの1つとのVoIP通信を可
能にする、本発明による3つの基地局デバイスB1、B2、B3の例示的ネットワークを示す。
これは、無線端末とIP電話もしくはIP電話交換機、IP PBXとの間のVoIP通話を可能にする
。
【００４２】
　好ましくは、基地局デバイスは、ユーザが基地局B1、B2、B3のうちの1つにおいてデー
タを更新するだけでシステムを更新することができるようにするために、IPネットワーク
を介してシステム構成データを自動配信するように構成される。同じことが、その一部分
であることが予期されるネットワークの識別を通知された追加の基地局デバイスを接続す
ることにより容易に行うことができるシステムの拡張にも当てはまる。次いで、基地局が
ネットワークにおいて機能することができるようにする基地局の関連ネットワーク情報が
自動的に更新される。
【００４３】
　基地局デバイスが故障しても、基地局のネットワークはフレキシブルでもあり、おそら
く基地局の無線トランシーバしか故障しないので、ルーティング層機能および上位層機能
は、ネットワークにおいて依然として使用され得る。さらに、進行中の通信セッションを
失うリスクは、2つまたは3つの基地局デバイスが下位層の通信セッションの処理に関与す
る可能性があるので最小である。したがって、たとえ1つの基地局の下位層が故障しても
、別の基地局がそのタスクを引き継いで通信セッションを実行させ続けることができる。
1つの基地局の上位層が故障した場合は、実行中の通信セッションは失われるが、上位層
の動作、例えば位置登録は、ネットワーク内の別の基地局上で実行され得る。
【００４４】
　図5は、ルーティング層の可能な実施装形態を示す。前述のように、ルーティング層は
、主に、上位層のソフトウェアコンポーネントと下位層のソフトウェアコンポーネントと
の間で、たとえこれらのコンポーネントが物理的に別々の基地局に存在していても、接続
およびセッション制御メッセージを送信するタスクを有する。
【００４５】
　電話コールなどの着信通信セッションの確立は、1つまたは複数の基地局上で無線端末
をページングすることにより間接的に行われる。ページングメッセージは、上位層から局
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所的な下位層へ下流に送信され、IPマルチキャストを介して他の基地局に送信される。IP
マルチキャストページングメッセージを受信した場合、ルーティング層は、これらを下の
方へ下位層に送信し、ページングメッセージは、無線トランシーバによってブロードキャ
ストされる。したがって、ページングメッセージは、複数の基地局によってブロードキャ
ストされ得る。
【００４６】
　無線端末と基地局との間の物理的接続は、無線端末によって確立される。無線端末のた
めの上位層セッションが存在しない場合は、接続は、ランダムに選択された、割り当てら
れていないPMID(ポータブルMAC識別子)を使用して生成される。ルーティング層の「割り
当てられていない交換」は、割り当てられていないPMIDを使用して、接続のための接続制
御メッセージを、利用可能なリソースを有するいずれかの基地局内の上位層にルーティン
グする。続いて、上位層セッションが基地局において生成され、一意のPMIDが無線端末と
の通信に対処するために割り当てられる。PMIDは、一意の基地局識別がPMIDに含まれるよ
うに構成される。次に続くすべての接続制御メッセージはPMIDを含み、これは、表におけ
るルックアップによる「PMID交換」がIPネットワークを介して上位層セッションが存在す
る基地局に接続制御メッセージを送信することができるようにする。「下方交換」は、PM
IDとIPアドレスとの間のマッピングを含む表におけるルックアップを実行し、物理的に配
置されているところに関係のない適切な下位層に接続制御メッセージを転送する。
【００４７】
　「インバウンド交換」は、着信メッセージが上位層に指定されているかまたは下位層に
指定されているかを判定する。
【００４８】
　要約すると、本発明は、複数の関連無線端末とIPネットワークとの間の無線通信、例え
ばDECTを処理するための無線基地局デバイスを提供する。基地局デバイスは、無線トラン
シーバ、ネットワークインターフェース、ならびに通信アプリケーションおよび通信セッ
ション管理ソフトウェアを有するプロセッサを有する。通信セッション管理は、関連無線
端末との通信セッションを制御するように構成され(上位層管理)、一方、前記通信セッシ
ョン(下位層)に関与する前記関連無線端末との無線通信は、別の基地局デバイスによって
処理される。したがって、基地局は、その上位層および下位層の別々の動作を管理するこ
とができ、それによって、例えば、他の基地局へのおよび他の基地局からのセッションの
ハンドオーバを可能にする。これは、自己完結型単一筐体基地局デバイスが中央サーバを
必要とすることなくネットワークにおいて動作することができるようにし、さらに、その
ようなネットワークは、基地局を追加することにより拡張するのが容易である。
【００４９】
　本発明は、特定の実施形態に関連して説明されてきたが、本発明は、本明細書に記載の
特定の形態に限定されることを意図するものではない。そうではなく、本発明の範囲は、
添付の特許請求の範囲によってのみ限定される。特許請求の範囲では、用語「備える(com
prising)」または「含む(including)」は他の要素の存在を排除しない。さらに、個々の
特徴が異なる請求項に含まれてよいが、個々の特徴は、場合によっては、有利には結合さ
れてよく、異なる請求項に含まれることは、特徴の組合せは実行可能でないおよび/また
は有利でないという意味を含まない。さらに、単数の言及は、複数を排除しない。したが
って、「1つの(a)」、「1つの(an)」、「第1の」、「第2の」などに言及することは、複
数を除外しない。さらに、特許請求の範囲における参照符号は、範囲を限定すると解釈さ
れないものとする。
【符号の説明】
【００５０】
　　B1　基地局デバイス
　　B2　基地局デバイス
　　B3　基地局デバイス
　　T1　無線端末
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　　T2　無線端末
　　T3　無線端末

【図１】
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【図２】
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【図３ａ】

【図３ｂ】
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【図３ｃ】
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【図５】

【手続補正書】
【提出日】平成25年8月29日(2013.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の関連無線端末(T1、T2、T3)とIPネットワークとの間の無線通信を処理するように
構成された無線基地局デバイスであって、
　　前記複数の無線端末(T1、T2、T3)と無線で通信するように構成された無線トランシー
バ(RT)と、
　　前記IPネットワークと通信するように構成されたネットワークインターフェース(NI)
と、
　　　通信アプリケーション、および
　　　前記複数の関連無線端末(T1、T2、T3)との通信のセッションを制御するための通信
セッション管理(CSM)
　　を実施するように構成されたソフトウェアを有するプロセッサと
　を含み、
　前記通信セッション管理(CSM)が関連無線端末(T1、T2、T3)との通信セッションを制御
するように構成され、一方、前記通信セッションに関与する前記関連無線端末(T1、T2、T
3)との無線周波数通信が関連外部デバイス(B2、B3)によって処理され、
　下位層(LL)が前記無線トランシーバ(RT)を含み、上位層(UL)が前記通信アプリケーショ
ンおよび前記通信セッション管理(CSM)を含み、
　前記上位層(UL)が前記上位層から物理的に離れている関連下位層(LL)との通信セッショ
ンを処理することができるようにするために前記デバイスが前記下位層(LL)と前記上位層
(UL)を分離するのに役立つルーティング層(RL)含むことと、
　前記無線トランシーバ(RT)、前記ネットワークインターフェース(NI)、および前記プロ
セッサが1つの単一の筐体の中に入れられることと
　を特徴とする、
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　デバイス。
【請求項２】
　前記無線基地局デバイス(B2)が通信セッションに関与する関連無線端末との無線周波数
通信を処理するようにさらに構成され、一方、前記通信セッションが関連外部デバイス(B
1)によって制御される、請求項1に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記関連外部デバイス(B1)が外部無線基地局デバイスである、請求項1または2に記載の
デバイス。
【請求項４】
　前記下位層(LL)がユーザデータの符号化のための処理手段をさらに含む、請求項3に記
載のデバイス。
【請求項５】
　ユーザデータの符号化のための前記処理手段がオーディオデータのトランスコーディン
グを含む、請求項4に記載のデバイス。
【請求項６】
　関連無線端末との進行中の通信セッションを関連外部無線基地局デバイスにハンドオー
バするように構成された、請求項1から5のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記デバイスが外部無線基地局デバイスからユーザデータを受信し、ハンドオーバの前
にすでに前記通信セッションに割り当てられていたIPアドレスを維持することにより前記
ユーザデータを前記IPネットワークに中継するように構成される、請求項6に記載のデバ
イス。
【請求項８】
　前記デバイスが前記IPネットワークからページング情報を受信し、前記複数の関連無線
端末(T1、T2、T3)のローミングを可能にするために、前記無線トランシーバ(RT)を介して
無線信号内のページング情報を送信するように構成される、請求項1から7のいずれか一項
に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記プロセッサが、前記IPネットワークを介して前記複数の関連無線端末(T1、T2、T3)
に関するシステム構成データおよび識別情報を交換するように構成される、請求項1から8
のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記複数の関連無線端末(T1、T2、T3)が、音声通信のために構成された複数の無線モバ
イルハンドセットを含む、請求項1から9のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記無線基地局デバイスが前記無線トランシーバ(RT)の関連外部無線基地局デバイスと
のタイミング同期のために構成される、請求項1から10のいずれか一項に記載のデバイス
。
【請求項１２】
　前記無線基地局デバイスが、前記IPネットワーク上の識別番号の割り当てのために構成
される、請求項1から11のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記無線トランシーバ(RT)がDECT/CAT-iq、ブルートゥース、WiFi、GSM(登録商標)、LT
E、WiMAX、3G、および4Gのうちの1つである通信規格に準拠して無線で通信するように構
成される、請求項1から12のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記デバイスが無線端末(T1、T2、T3)と前記IPネットワークとの間のVoIP通信を処理す
ることができるようにするために前記通信アプリケーションがVoIPアプリケーションを含
む、請求項1から13のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１５】
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　無線ネットワークシステムであって、
　　請求項1から14のいずれか一項に記載の複数の無線基地局デバイス(B1、B2、B3)と、
　　前記複数の無線基地局デバイス(B1、B2、B3)のうちの少なくとも1つの前記無線トラ
ンシーバ(RT)を介しての無線通信のために構成された複数の無線端末(T1、T2、T3)と
　を含む無線ネットワークシステム。
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